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フナバハグルマゴケの新産地

高 橋祥祐＊

OnthenewlocalityofOligotrichumhercynicum

inAkitaPref.,Japan

YoshisukeTakahashi

1993年筆者は秋|Ⅱ県田沢湖Hir駒ヶ岳の鮮苔類リ

ストを報告したが，今年度高Il1種のフナバハグル

マゴケを発見したので追加報告する

本種は鮮類，スギゴケ科の1種で，ラメラが葉

の背腹両面にあること（タチゴケモドキ属），葉

縁は内[Illし（図2)微歯があり（図3),腹Ifllの

ラメラは大きくうねること(1X12)などが特徴で

ある．

分ｲ|iは，ヨーロッパ・グリーンランド・アラス

カ・シベリアなどの寒帯で,II本ではイi川県白|｣l

を南限とする北II本の高I｣|で稀に見られるもので

ある．Osada(1966)によれば,0本でもっとも

海抜高度の低い産地は秋Ill県栗駒山（海抜900m)

とされている．筆者(1990)が県内で初めて採取

したものは栗駒1llの西方，陽沢m川|i〔EⅢ11泉の硫

気孔付近（海抜760m)でOsadaの！把録を更新す

るものであるが，昨落が小さくあまり留意しなかっ

た．今Inlの発見はり1.内で3SIIの/'三台地であるが，

駒ヶ岳では登山道の路側の砂牒地以外にも発見し

たので，リ,{|ﾉ1でのﾉ>後の精斑をlUl待してî する．

標本YT-11532は，駒ケ17;の小岳の火Ill砂峡

地に発達したアオノツガザクラーチソグルマ群落

内に生育しているもので，柚物体は1cmほどであ

る．このような立地は駒ヶ|門全体にもたくさんあ
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るので分布はかなり広いと思われる．似た環境に
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ものに比べて集の付き方がややまばらで徒長した

感じがする．採取したときはススキゴケ

Dicranellaheteromallaかと思ったが，検鏡して

本種と確認できたこのことはほかの鳥海山や八

''1冊1えなどのハイマツ林床にも生育のⅡ1能性が考え

られるので今後も精査に努ﾉ〕したい

T・Osada(I966)JapanesePolilrichaceaeII,TheJournaloftheHattoriBotanicalLaboratoryNo.29;

岩槻・水芥(1984),原色日本鮮答頬Ⅸl鑑，保育ﾈt;

A.Noguchi(1987).IllustratedMossFloraofJapanI,HattoriBotanicalLaboratory;

高橋祥祐(1979-1986),秋田県産鮮苔煩11録1－Ⅳ，秋mn然史研'先NO．11,12,15,20,秋Ill自然史研究会；

高橋祥祐(1990),湯沢・雄勝の鮮答紙，秋Illﾘ｢(立博物館研究蝦告No.15;

高橋祥祐(1993),秋Ill県駒ケ岳の鮮苔煩，秋川映立博物館研究報告No.18;

*秋田県立博物館

－7－



秋田県立博物館研究報告第24号

111111

ラ メラ

■
Ｑ
ｑ

ｌ
ｌ
？
■

｡｡

葉縁ﾛﾛ

L¥J:
1

F

P

0.5mm
I

1

、

図2．葉表面
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図3．葉縁の微歯
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図1．植物体全形

Ｉ
・
Ｉ

0.25mm

図4．葉の横断面
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